
琉球大学学術リポジトリ

中学生を対象とした日食観察会　－琉球大学教育学
部附属中学校における2009年7月22日の実践－

言語: 

出版者: 琉球大学教育学部

公開日: 2011-01-14

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 松田, 伸也, 木山, 淳一, 稲嶺, 理美, Matsuda,

Shinya, Kiyama, Jun-ichi, Inamine, Satomi

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/18667URL



中学生を対象とした日食観察会

一琉球大学教育学部附属中学校における2009年７月22日の実践一

松田伸也＊・木山淳一*＊・稲嶺理美…

AnelementaryobservationofsolareclipseonJuly2２，２００９：

theprogramconductedforthestudentsoftheJuniorHigh

SchoolattachedFacultyofEducation，UniversityoftheRyukyus．

ＳｈｉｎｙａＭＡＴＳＵＤＡｏＪｕｎ－ｉｃｈｉＫＩＹＡＭＡｏＳａｔｏｍｉｌＮＡＭＩＮＥ

日に琉球大学教育学部理科教室は琉球大学教育学

部前で学生対･象に金環日食の観察会を行い、快晴

の日中でも夕方のような暗さになる様子を観察し、

参加者の好評を得た。その最大食分が97％であっ

たので、今回はそれに匹敵する状況が出現すると

考えられた。天文分野は生徒が苦手とする分野の

ひとつであり、このような大きな食分の部分日食

は、天体学習の内発的動機を高める好機であり、

観察事実は生徒たちに長く記憶されると思われ、

ぜひ多くの生徒に観察してほしいと考えた。

さまざまな報道でも強調されていたが、太陽の

観察は、適切に行われない場合、観察者は目に傷

害を負う危険がある。７月221｣は、盛夏であり、

晴れた場合の太陽の光は強烈であるので、生徒た

ちに日食観察の科学的意義を強調するだけでは、

不適切な観察により、傷害を負う生徒が現れない

ともかぎらない。そこで、１１食の認識と感動を共

有する機会を作るとともに、不適切な観察法の危

険に対する注意を喚起する意図もこめて、生徒と

その家族を対象に日食観察会を実施することにし

た。企画・立案および当日の司会．解説．進行係

は木山が務め、松田．稲嶺は望遠鏡設置などの支

援と記録にあたった。

要旨

夏休み中の2009年７月22日、琉球大学附屈'二|］学

校ふれあい広場において、同中学校生徒およびそ

の家族を対･象として、自由参加の部分'１食観察会

を実施し、生徒60名余、その家族約70人の参加を

得た。観察時間は約２時間で、晴天に恵まれ、太

陽の欠けはじめから、最大食分をすぎるまで、太

陽の形が変化するようすを連続的に観察すること

ができた。また、屈折式望遠鏡による投影板上の

太陽像の観察から、太陽が日周運動で移動しなが

ら、食分が大きくなっていくことを観察すること

ができた。

はじめに

2009年はガリレオにちなんだ世界天文年であり、

１年をとおして、各地で観察会などのいろいろな

イベントが予定されていた。折よく、７月221」に

日本国内で皆既日食が見られるという年であり、

2009年の春からその予報や様々な観察・観測の取

り組みがたびたび報道された。予報では、皆既日

食は南西諸島の一部でしかみられないが、全国的

に食分の大きな部分Ｈ蝕が観察されるとされてお

り、１｢|]縄巾南部では92％であった。1987年９月2３
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取り組み 当日は附１，蝿中学校他教科の教員10名、教育学部

院生３人と学部生４人が望遠鏡の操作と補助につ

いた。投影版を取り付けているとはいえ、小学校

低学年の児童が望遠鏡を覗いてしまう危険が全く

ないとはいえないので、操作する学生は、望遠鏡

での太陽直視防止と注意喚起の解説者をかね、観

察期間中に、絶対に望遠鏡のそばから離れないよ

うにした。

７月初旬に、各クラス担任を通じて、日食観察

会の案内と日食観察の危険性について注意を喚起

する文書を配布した。また、111科の授業でも生徒

たちに通知した。

会場は琉球大学附属中学校内の、「ふれあい広

場」とした。ここは、約50ｍ四方の芝生で、縁辺

部が、樹高数メートルのモモタマナ・アコウ・ガ

ジュマルの木立となっており、夏至の頃、太陽の

南中時に直射を受ける面積が、約35ｍ四方となる。

太陽観察川遮光板は100個、太陽投影板をとり

つけた屈折望遠鏡・赤道鮴儀を３台用意した。鏡筒

の口径はそれぞれ６ｃｍと10ｃｍであったが、キャッ

プをとりつけて、’1径４ｃｍと５ｃｍに絞り、倍率

は約50倍とした。ファインダーははずしておいた。

赤道儀にはモーターをつけず、時折手動の微動ネ

ジを動かし、断続的に追尾することにした。

金環日食の1987年当時、望遠鏡を用いた太陽観

察では、接眼レンズに太陽フィルターを装着して

直視観察がおこなわれていたが、これは太陽熱で

割れる可能性があり危険であるため、現在は使わ

れていない。近年は、鏡筒の先端にとりつけるフィ

ルター類が販売されているし、太陽のＨα波長観

察に特化した小型望遠鏡も市販されている。これ

らはすばらしい機能をもっているが、今回のよう

な観察会には、家族の一員として低学年児童も参

加すると予想され、どのような機材であれ直視法

で観察している様子を見せると、太陽を単純に望

遠鏡で直視してよいと勘違いする児童も現れる可

能性がある。そのため、今回は中学nl4科や高校地

学の教科書に記載されている投影板を用いる方法

だけにした（写真１）。

観察会の経過

９時30分：集まった100人を超す参加者に参加教

員や補助者の紹介をし、天候を確認。層積雲と背

の低い積雲が散在する晴れ。Ｈ食の始まりの予報

時刻は９時32分であることを伝え、遮光板を配り、

太陽を見た。欠けているかよくわからないという

声があちこちで聞こえた。

９時45分：望遠鏡を組み立て、投影版で欠けてい

る太陽の姿を確認した。太陽は明るい円形で、黒

点は見られず、投影版上のイメージサークルのな

かを日周運動でゆっくり動いていた。ふだんと変

わらない太陽の光を感じるのに、はっきり欠けて

いる太陽像と、太陽が動いているようすを見て多

くの参加者が驚いていた。目を休める１１寺間を確保

すべく、日食メカニズムについての図解のプリン

トを配布し、解説した。

９時55分：太陽の形を、遮光板と望遠鏡で確認し、

太陽の概形を線画で記録してもらった。食分がま

だ小さく、直射Ⅱ光が強いので、遮光板を使って

もあまり長くみないように、解説を再開した。広

場で、太陽・地球・月に見立てて人物を配置し、

｢食」に見える位置関係を確認するパフォーマン

スなどを行った（写真２，３）。

壌藤漁
1騨久

■

写真２．木陰で解説と休息、１０時10分、右端の

投影板に太陽像が映っている。写真１．投影板に投影された太陽像、１０時７分。
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太陽の慨形を線画で描いてもらった。

10時56分：層積雲の合間から絹層雲を通して太陽

が現れ、直射日光を感じ、物体の影がわかるよう

になった。

10時59分：直射日光がより強くなり、日向と日陰

のコントラスト強くなった。地平近くはうす青い

晴れ間も見られたが、地上風景は薄暗かった。肉

眼では太陽はまぶしくて見られなくなり、また遮

光板や投影像で観察した（写真４，５）。太陽の

投影像は細く、参力Ⅱ者は、この薄暗さは雲のせい

ではなく日食の効果だろうとあちこちで議論して

いた。やがて、晴れ間に太陽が見える状態になっ

たが、食分が約９割で、日向でも通常の太陽直射

と暑さを感じなかった。参加者はここで日食によ

る減光を実感した。

写真３．使用した望遠鏡のひとつ、口径６ｃｍ、

F15アクロマート。投影板に太陽像が

映っている。１０時20分。

10時28分：食分が太陽の直径の半分ほどになった。

遮光板と望遠鏡投影像を見て、太陽の概形をスケッ

チするよう指示した。見上げると、大きく欠けた

太陽が、虹色の量に覆われていたので、歓声があ

がった。太陽は絹層雲に覆われていたが、強い直

射日光が感じられ、投影板の太陽像は明るかった。

段ボールにあけたピンホールで太陽像を映して、

楽しむ参加者も見られた。投影板の像と遮光板の

太陽像は同じ感じの明るさに見えた。

10時43分：食分が約８割になり、遮光板だけでも、

太陽が細くなったことがわかった。雲がやや厚く

なり、直射日光が感じられなくなり、薄暗くなっ

た。太陽投影像も暗くなった。その後、雲の濃淡

で投影像は少し明るくなったり暗くなったりを繰

り返した。

10時45分：ほぼ完全な曇りとなり、肉眼で太陽の

形が認識できた。

10時50分：頭上を覆っていた層積雲がとぎれ、絹

層雲を通して細い太陽が現れ、虹色の日最も見ら

れた。投影板の太陽像明瞭になった。直射ロ光で、

物体の影は認識されるが、弱々しい日向と日影の

コントラストになった。

10時53分：灰色の層積雲が広がって曇りになり、

夕暮れのように暗くなった。約１分間太陽投影像

が見られなくなったが、雲を通して、全く眩しさ

を感じずに、細い太陽を望むことができた。皆、

望遠鏡から離れてこの光景に見入った。

10時54分：最大食分の予報時刻となり、参加者に

写真４，５．最大食分のころ。投影板の細い太

陽像に見入る生徒。

１１時15分：晴れ間が広がり、遮光板像や投影像で、

誰の目にも、太陽の太さが回復してきたことが明

らかとなった。また、絹層雲による虹色の日景が

見られた。
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11時30分：きれいに晴れた。太陽の幅が、直径の

半分ほどまでに回復したところで、自由に感想を

書いてもらった。

11時40分：観察会終了を宣言。

時に、流れる濃淡の雲をとおして薄明るく細い太

陽を肉眼でのみ見ることができるという演出効果

満点の光景が現出した。感想文に「神秘的」とい

う表現が多かったのはその全体の光景のせいだと

思われる。

望遠鏡を使うことで、太陽は移動しながら欠け

ていくことが、確認できた。すなわち、太陽と月

の、見かけの運動の速度の差の結果としての日食、

より動きの遅い月をより速い太陽が追い越してい

く現象という日食のイメージをもってもらう（こ

のイメージを、ただ説明するのは難しい）いい機

会となった。

かわるがわる見るので、望遠鏡は３台（写真１）

で、大いに不足とは思われなかった。多くの保護

者が、投影版にうつる太陽像を持参のデジタルカ

メラで手軽に、撮影していた。投影板の太陽像を

見て、「ほんとかな」と短時間、遮光板で太陽を

直視することになり、直視時間がある程度短縮さ

れるので、望遠鏡には安全ツールとしての役割が

あるといえる。

これとは別に、教育学部玄関前に同様の投影版

を取り付けた望遠鏡を３台設置し、それぞれに２

まとめ

９月22日は全国的に悪天で、食の開始から連続

して観察できたところは少なかったと報道された

が、我々の観察会は、おおむね晴天で、ときおり

太陽は絹層雲に覆われたが、日射はほとんど晴天

と同様に感じられた。最大食の前後、層積雲に覆

われて投影板でも遮光板でも観察できなくなった

際にも、層積雲をとおして、太陽の姿が肉眼で確

認でき、食の開始から終了まで、その姿の変化の

過程全体を観察することができた（写真７）こと

は幸運であった。残念なことに最大食のころ雲が

出たため、最大食のころの気温低下は、日食と曇

天の複合効果で、単純な議論ができなくなったの

だが、薄暗くなっていきまた明るくなる経過全体

を観察できたので、参加者は減光を基本的に日食

の効果であると認識したと思われる。最大食分の

9時50分 ９時59分 １０時７分 10時13分 10時19分 １０時25分

mmiKIi:j》
１０時31分 10時36分 10時43分 １０時50分 １０時55分 11時５分

鰊i;I1IIiiii
、１

，－翁iiiil烏111畷 ~）
…宅ｉ勒蕊…

`蕊i蕊$蕊聯iiiiiIlli
11時17分 11時40分 11時44分 12時６分 12時13分 12時20分

写真７．日食の全過程。投影版の投影像をやや斜め方向から小型デジタルカメラで撮影し、トリミング
したため、太陽像が少しいびつになっていることに注意。多くの参加者が、各自のデジタルカ
メラでこのような画像を持ち帰った。
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人の赤道儀の動かした経験のある学生についても

らって観察を開始した。食分が70％を超えた頃、

約300人の学生・教職員が自然に集まり（写真６）、

投影版の太陽像とその動きに見入った。多くの参

加者が、太陽観察眼鏡を持参しており、それを貸

借しながら、観察した。学生たちは、赤道俵の操

作と眼鏡なしの太陽直視の危険にたいする注意喚

起に、忙しくうごきまわり、丁寧な記録をとるこ

とはできなかった。しかし、こういう場面の補助

者にとって４～５回の赤道儀観察の経験を有する

ことが有効であった。また、数分の追尾撮影の経

験しかない学生たちにとっては、２時間の太陽追

尾を赤経軸だけで行うことができることを実際に

体験でき、あらためて赤道儀の天体追尾の威力、

赤道儀は天体の運行経路を指し示す器具であると

いう認識を深くしたと思われる。

表１．自由記述感想文中に用いられた主な表現と、

それぞれの表現を用いた生徒の数。

1年’２年’３年

感動した・心に残った ５１６１４

すごいと思った ２１３１３

たのしかった.おもしろかった ２１４１０

うれしかった ３1 １

よかった ３ 10 ！

びっくりした・おどろいた ４１２１０

貴重な体験 ｌｌＯｌＯ

記述なし ２１３

参加者数 2０１３１１１０

太陽の形の他に気づいたこと（複数回答可）に

関する自由記述では、半数近くが記述無しであっ

た。表２に言及された項目と言及した生徒数を示

す。「気温が下がった」「薄暗くなった」ことを指

摘した生徒が多かった。蝉の声が－時やんだこと

を指摘した生徒は４人にとどまった。また虹色の

量を挙げた参加者多かつた。

表２．参加生徒が太陽の形の変化の他に気づいた

こととその現象を記した生徒の数。

1年’２年’３年

虹（Ｈ量） ６ ９ ４

薄暗くなった ７ ８ ｢）

写真６．教育学部玄関前に設置した望遠鏡のま

わりに集まってきた学生。
気温が下がった 1０１９１１

lIliiがなきやんだ ２１２１０

記述なし 1４１５

参加生徒の感想文から

今回の観察会には第２学年は全生徒の約20％が

参加したことになる。我々がこれまでの自由参加

の天体観察会を行った経験では、天体分野の授業

において、実際に観察した生徒がそのクラスの約

４分の１いる場合、教員の基礎事実の解説にうな

ずく生徒がそれだけおり、クラス全体が教員の解

説に集中する傾向があると感じている。今回の観

察会は、２年生が３年生になって天文分野を学習

する際に、プラスの効果を及ぼすと期待される。

感想を提出してくれた生徒は、１年生20人、２

年生31人、３年生10人、合計61人であった。寄せ

られた自由記述の感想は、100字から200字の文章

がほとんどであった。文章中に「感動した。心に

残った」「すごいと思った」「たのしかった.おも

しろかった」「うれしかった」「よかった」「びっ

くりした・おどろいた」「貴重な体験」という言

葉を使用した人数を、学年ごとに表１に示す（こ

れらの言葉を複数用いた文章の場合は、この順に

ひとつだけカウントした)。これらの表現を用い

た参加者が61人中55人にのぼり、全体の90％をこ

えたことから、この観察会は参加者にとって意義

があったと考えられる。

謝辞

本観察会にご協力いただいた、琉球大学教育学

部附属中学校教職員および琉球大学教育学部理科

－３３－
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割ｆＩ２ ２ｷﾛ； Ｑノー
ｎJ｢弓

Ｋ：（I冒量） ４

蝉nfi な‐」た

入し 「が-:)た

蝉力 き急やんだ

謎jiJtj 、〆 1４
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教育専修の学生各位に感謝の意を表する。本実践

は科藝学研究費補助金（基盤研究Ｂ）の補助事業

｢沖縄の亜熱帯環境を生かした自然科学教育の実

践的研究」（課題番号：2030261）の－部である。
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